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開発成果
研究開発
を委託

公設試等
福井県内の各公設試、

若狭湾エネルギー研究センター
の技術職

産業技術総合研究所
研究職、コーディネータ

国研究開発
推進機構

JST、JAXA、JAEA等

新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）
コーディネータ等

大学・高専
福井大、福井県立大、福井工大、

福井高専の教授 等

県外大企業
福井県ゆかりの大企業OBや

大手企業

産業支援機関
ふくい産業支援センター、
商工会議所、商工会 等県

運営および開発支援

金融機関
銀行、信用金庫

研究開発、事業化を図りたい
県内ものづくり企業 等

ふくいオープンイノベーション
推進機構

大学・公設試・銀行等の人材が、企業の開発
ニーズに対応するため、チームで応援する

オープンな仕組み

相談窓口：福井県工業技術センター
運　　営：ふくい産業支援センター
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ふくいオープンイノベーション推進機構 概略図
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商標の外国出願に要する
経費を補助し、海外での事業
展開をサポート
活 用 事 業 名 中小企業等外国出願支援事業

事業活用までの経緯
　同社は 2005 年創業の繊維製品を企画 ･ 製造 ･ 販売する会社で、
主力の女性用下着や化粧品などで相手先ブランド生産（ＯＥＭ）や
オリジナルブランド商品を開発し、電子商取引（ＥＣ）サイトによ
る販売も行っている。このたび開発したメンズ用ガードルは、光電
子R繊維を使用した補正下着の良い点を集めた日本初の商品であ
る。今後出てくると思われる国内外他社製品との差別化や、ＰＲ
力向上を図ることを目的に、ブランド名 : ストロングマン【strong 
man】の商標登録を検討。海外での展示会出展計画もあることから、
今後の海外展開に備えるために、商標の外国出願を行うことにした。
商標を外国出願するためには相当の費用負担を伴うことから、出願
費用の１／２以内の支援を得られる「中小企業等外国出願支援事業」
を活用することとなった。

活用内容
　中国、マレーシア、シンガポールの３カ国へ商標をマドプロ出願
（マドリッド協定議定書に基づく国際登録出願）し、中小企業等外
国出願支援事業を活用して、その出願経費の一部支援を受けた。そ
の結果、各国代理店へのストロングマン商品の提案開始、海外展示
会への出展を計画どおり行うことが出来たことに加え、商標権利を
保持することで、今後も安心して海外への事業展開を行うことが可
能となった。

利用された企業
様の声

　「中小企業等外国出願支援事業」を活用し、商標【strong man】の外国出願を実施
することが出来ました。これまでも弊社の輸出取引は伸長してきましたが、開発した
日本初の男性用補正下着が注目される中、海外展開において今後まだまだ伸び代があ
ると確信しており、これからも着実に海外市場への商品投入と拡売に努めていきたい
と考えております。

代表取締役社長　清水 美絵 氏

株式会社スプランドゥール
企業代表者名	 清水 美絵
所　在　地	 あわら市
業　　　　種	 繊維製品 卸売 ･小売業
事 業 内 容	 �繊維製品の製造販売

支 援 事 例


